
バイオ医薬品向け “複室パウチ” のご提案

現状の悩み

保存期間を延長させ、
安全・簡便に混合する容器
をお探しではないでしょうか？

× ラミネートによる機能付与を実現
・保存期間の延長
・高防湿
・非吸着低溶出
・UV遮光 …etc

パウチ内混合による課題解決
・混合作業の効率化
・医療過誤の低減
・被ばくリスクの低減

新薬上市時の容器はほとんどが
バイアル瓶ですが、まだまだ課題
があると考えております。

当社のビジネス領域

キット化のご提案

セルバンクの作成・培養 培養・精製・保管

CB
PB

製剤化

メリット デメリット

粉
剤

保存期間が長い
溶解液の混合作業が煩雑

（安全リスク）

液
剤

そのまま使える 保存期間が短い

表１．バイアル製剤の課題

右のイメージは、「複室パウチによる混合調剤」
「混合調剤のキット化」をキーワードとした製品
開発の一例です。
皆様のご相談をお待ちしております。
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